










トキソプラズマ慢性感染母体が出産した児の出産直後,出産後の感染の有無あるいは抗体

価の推移についてふれた報告は少ない。又トキソプラズマ感染は慢性不顕性感染が,ほとん

どで,妊婦がたまたまトキソプラズマ抗体を測定し,陽性であった場合,妊娠を継続するか,

あるいは投薬するか等臨床サイドで問題とされる場合が多い。 

そこでわれわれは当大学及び大蔵省印刷局東京病院産婦人科に来院した妊婦について,出

産時の母親血清と生後 4日目からの児血清のトキソプラズマ抗体価をラテックス凝集反応

で調べた。 

同時に微量の試料で検査可能,再現性,特異性にすぐれた方法の開発を試み,PKU 採血濾紙

血液を試料として用いたラジオイムノアッセイ(RIA)をほぼ確立したのであわせて報告し

たい。 


